
 
 

 

は  じ  め  に   

小学生から中学生にかけて、子どもは 

急速に世界を広げ、成長していきます。 

この時期は、親としても、子どもの変化 

に驚き、とまどうことも多いでしょう。 

   この家庭教育の手引きは、そのような 

  子どもを持つお父さん・お母さんに向け 

て、家庭での教育やしつけに関して、そ 

れぞれの家庭で考えていただきたいこと 

をまとめたものです。 

   ぜひ、お父さん・お母さんにお読みい 

ただき、子育てのヒントとしてください。 

 

 

 

 

 子どもの健やかな成長のために、 

睡眠は大切です。 

 

  子どもたちの寝る時間が遅くなり、睡眠時 

 間も短くなっています。深夜テレビや２４時 

間営業の店などが世の中にあふれる中、家庭 

においても、大人の夜型の生活に子どもを巻 

き込んでいるのではないでしょうか。 

  早寝早起きの習慣をつけて、十分な睡眠を 

 とることは、子どもの健やかな成長と生活リ 

ズムを確立するために大切です。家庭で早寝 

早起きのルールをつくり、習慣をつけるよう 

にしましょう。 

 

 

 

 

 

 

一日のスタートは 

 朝食から。 

 

なぜ、朝食をとることは大切なのでしょうか 

朝食は一日の生活のスタートです。朝食をと

ることにより身体にエネルギーを補給し、集中

力ややる気、体力を発揮し持続させ、一日の身

体のリズムを整えることができます。 

特に、子どものころは食生活を含めた基本的

な生活習慣が形成されていく大切な時期です。

朝食をしっかりとる習慣を子どものころに身

につけることは、生涯を通じて健康な生活をお

くる基礎を培うことにもつながるのです。 

子どもたちのいちばんの願い、 

それは何だと思いますか？ 

 

「あなたの家庭にもっと望むことがあるか」 

と子どもたちに聞いたところ、どの年代の子 

どもでもいちばん多かった答えは「家族のみ 

んなが楽しく過ごす」でした。そんな当たり 

前のことを子どもたちが願わざるを得ない現 

実を、親として真剣に受け止めたいものです。 

 必要なモノさえ与えていれば子どもは育つ、 

と思えた時代もありましたが、いまや楽しい 

家庭は家族が意識的に協力し合わなければ 

なかなか得られません。 

 子どもにとって心安らぐ

居場所になっているかどう

か、家庭を見つめ直してみ

ましょう。 

 

 

 

 

自分を大切にできないならば、 

子どもを大切にすることは出来ない。 

 

  子育ては大事ですが、一日中、わき目もふ 

 らずに集中していては疲れてしまいます。親 

のイライラは、子どもにも伝わっていくもの 

です。 

  大変な子育てだからこそ、自分の時間をつ 

 くり、心を健康に保つことが大切です。夫婦 

 で助け合ったり、子育てサポーターや子育て 

ネットワークといった育児を手伝う仲間や仕 

組みを活用したりして、リフレッシュする時 

間をつくりましょう。 

  親が幸せで笑顔でいる家庭こそ、子どもも 

 幸せを感じられます。 

 

 子育ては母親の仕事、 

  そう思っているお父さんは要注意。 

 

   家庭での父親の存在感が薄いことが指摘さ

れています。母親だけに子育ての責任がゆだね

られ、父親の理解や協力がないままでは、母親

の子育てに対する不安感や負担感が増したり、

母と子の関係が密着しすぎたりすることにつ

ながる心配があります。 

   父親がもっと家庭の中での役割を積極的に

担い、夫婦でしつけについてよく話し合ってい

くことが大切です。 

   そのためにも、夫婦はお互いに尊重し合い、

子どもの前で相手をけなしたり、見下したりす

ることのないように気をつけましょう。 

話せばわかるとは限らないが、 

話さなければもっとわからない。 

 

 夫婦の間、親子の間での会話を増やしていく 

ことが、家庭づくりのすべての基礎になります。 

本当は夫婦でも親子でも何でも話せる仲であり 

たいものです。 

 日々の会話を増やすには、できるだけ一緒に 

食事をし、お互いにその日にあったことを話す 

とか、一緒に家事をしたりスポーツをしたり、 

また地域のボランティア活動に参加したりする、 

などの工夫をすることが大切です。 

 また、思春期になると、男女とも身体が急速 

に成長し始めます。不安やとまどいがないよう、 

身体の変化について話してあげることが大切で 

す。 

 

 

 

 

 

前向きな親の姿は、 

きっと子どもに届いている。 

 

  ひとり親家庭や共働き家庭では、親が働き 

 ながら子育てをするため、ゆっくりと子ども 

 と接する時間が少なくなりがちです。しかし、 

子を思い、よりよい将来に向かって努力する 

親の姿は、しっかりと子どもたちの心に響い 

ているはずです。 

  また、さまざまな悩みなどは、ひとりで抱 

 え込まず、親類や友人の協力を得たり、地域 

 の相談窓口や子育てサポーターや子育てネッ 

トワークといった、子育てを応援・サポート 

してくれるシス   

テムなどを積極 

的に活用したり  

しましょう。 

  あなたの生き方が、 

  子どもへの最高の教育になる。 

 

   これまでは勤勉で従順な人が社会から求め

られましたが、これからは問題を解決するため

に自分で考え、工夫し、行動する、勇気ある社

会人が求められます。 

   自分の会社の利益だけでなく、家庭や地域、

そして社会全体にまで目を配り積極的にかか

わる人に育てるために、まず親自身がその大切

さを理解し、努力・挑戦することが大切です。 

 

家庭教育の手引き 

北九州市立清水小学校ＰＴＡ 

北九州市立泉台小学校ＰＴＡ  監修 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもが相談したくなる親は 

どこが違うんだろう。 

 

  人は愛され理解されたがっている存在です。 

理解されないときの不満がたまるとキレるこ 

ともあります。突然子どもがキレたとき、本 

人も親も理由がよく見えず、怒ったり苦しん 

だりしますが、理由はあるのです。 

  日ごろから相手の話をじっくり聞く、同じ 

 目の高さで考える、深い関心を払う、といっ 

 た姿勢を親が身につけることで、子どもは親 

に愛されている実感を得ることができます。 

  子どもは愛されていると感じるとき、安定 

 した気持ちで問題に立ち向かうことができま 

す。そして、不必要に攻撃的にならず、他者 

や問題を受け入れることができ、大きく成長 

できるのです。 

子どもが愛されていると実感できる 

コミュニケーションをする 

    

子どもはＳＯＳがうまく言えない。 

 

   いじめや不登校につながる悩みなど、子ども

が心の問題を抱えたとき、それは、しばしば身

体的なサインとなって現れます。 

   腹痛・吐き気・下痢・食欲不振・めまい・頭

痛・発熱といった症状や過食・拒食・不眠とい

った行動などさまざまなサインがあります。サ

インに気づいたら、病気だと心配するだけでな

く、心の問題が背景にないか考えましょう。「気

のせいだ」「わがまま」「ズル休み」というよう

な言葉で片づけず、様子をよく見、話をよく聞

き、理解しようとする姿勢が大事です。 

   また、かかりつけの医師や学校の先生にもよ

く相談してみましょう。 

 

 

 

 

 

万引きはゲームじゃない、 

犯罪だ。 

 

「スリルや刺激を求めて」「ゲーム感覚で」 

「仲間がするから」といった理由で万引きな 

どの非行をする子どもたちがいます。しかも、 

その多くは「悪いことをしている」という罪 

悪感がほとんどありません。 

 親は「悪いことは悪い」とはっきり言い、 

万引きや自転車泥棒などはれっきとした「 

犯罪」であることを子どもにしっかり理解 

させましょう。 

 また、子どもが万引きなどをしてしまった 

ときには本気で叱り、子どもとともに迷惑を 

かけた人にきちんと謝るなど、子どもが心か 

ら反省し、二度としない決意をするように促 

しましょう。 

 

感情にまかせて叱ることと 

しつけとは違う。 

 

 しつけは大切ですが、しつけなくては、と 

いう気持ちから、ついたたいてしまい、その 

行為に歯止めがきかなくなってしまう場合も 

あります。子育てのイライラやストレスが、 

子どもへの愛情を忘れさせ、叱るという行動 

にすりかわっているのではないでしょうか。 

 上手な叱り方のヒントは、『叱られる側』 

の子どもの立場にもなって考えること。「そ 

う言われたら子どもはどう感じるだろうか」 

「子どもはどう受けとめるだろうか」、まず 

ここから考えてみましょう。 

 子どもの心や身体を傷つけるような叱り 

方は、教育的な効果がないばかりでなく、 

児童虐待につながる可能性もあります。 

酒・タバコぐらいは大したこと 

ではない、と思っていませんか。 

 

  ２０歳までは、心と身体の成長のために特 

 に大切な時期です。未成年者は急性アルコー 

 ル中毒になりやすい、未成年でたばこを吸い 

始めた人は、大人になってからの人よりも肺 

ガンにかかりやすいなど、子どもの飲酒・喫 

煙が多くの悪影響を及ぼすことが医学的に明 

らかになっています。また、飲酒・喫煙は子 

どもの生活の乱れを招き、薬物乱用などのさ 

らに危険な行動につながる入口でもあります。 

  親は、子どもの飲酒・喫煙から目を背けた 

り、大したことはないと許したりせず、きち 

んと注意し、法律で禁止されていること、身 

体に害があることを、子どもが納得するよう 

によく話し合いましょう。 

 

言うことを聞かないのは、 

子どもの自立が始まった証拠。 

 

  思春期や反抗期がくると、身体の成長に心 

 の成長が追いつかず、ちょっとしたことで有 

頂天になったり深く傷ついたりします。また、 

異性や性への興味が高まる、自我が強まり親 

や先生がうっとうしくなる、秘密をもつなど、 

成長という変化の中で心が最も不安定になり 

ます。ですから、子どもが言うことを聞かな 

くなっても、いたずらに動揺したり抑えつけ 

たりする必要はありません。子どもの自立や 

親離れが始まった証拠です。むやみに干渉し 

過ぎず、子どもの力を信じてあたたかく見守 

りましょう。 

  しかし、それは腫れ物にさわるような接し 

 方とは違います。冷静に子どもの姿を見つめ、 

 常に会話を重ねる努力をしましょう。 

 

 

 

 

   ずいぶん厳しく叱られたけど、 

   今ではそれに感謝しています。 

 

   いけないことをいけないことと思わない子

どもたちが増えています。 

「自分さえ良ければいい」「ルールを守らない」

という人は、なかなか人から信頼されないもの

です。間違った行いは本気で叱り、その場で正

すことが本当の愛情です。 

「自分の子どもだけ良ければいい」という考え

方（自子主義）はやめ、叱るときには何がいけ

ないのか、理由をきちんと伝えましょう。また、

気分や感情に流されず一貫性をもって叱るこ

とも大切です。 

   そして、親自身もルールに反することはしな

いように気をつけましょう。子どもに信頼さ

れ、尊敬される親であり続けるためにも。 

   幸せとは手に入れるものではなく、 

   すでにこうして生きていることかも。 

 

   幸せとは、家族や友人がいて、空気や水があ

って、地球という星が差し出してくれるものに

支えられて生きていること、ともいえます。幸

せになるのに必要なのは、当たり前の生活の中

ですでにある幸せに気づき、感謝し、それを味

わうことです。 

   感謝の気持ちから、ものを大切にしてゴミを

減らす、海や山でゴミを捨てない、水や電気を

無駄遣いしない、などを小さいころから習慣づ

けることが大切です。そうした身の回りの小さ

なことの実践が、環境を大切にする心をはぐく

みます。 

 

親子で作ろう我が家のルール 



 

ルールって 

だれのためにあるんだろう。 

 

 子どもたちは、家庭でのルールや約束を守 

ったり破ったりしながら、人との関係の在り 

方や社会のルールの大切さを学んでいきます。 

 家庭のルールは、あいさつ、家に帰る時間、 

寝る時間、きちんとした姿勢などの生活上の 

ルールもあれば、他人に迷惑をかけない、う 

そをつかないなどといった道徳上のルールも 

あります。 

 しつけに一貫性をもたせ、しっかりと身に 

つけさせるためにも、夫婦がよく相談しては 

っきりしたルールをつくり、子どもとともに 

親もそれを守りましょう。また、子どもの意 

見を聞いて一緒にルールをつくるという姿勢 

も大切です。 

 

親子でつくろう我が家のルール 

 

 

子どもの言うことを何でも聞くことが 

親のやさしさとは限らない。 

 

  安易にモノを買い与え過ぎると、子どもは 

 欲しいモノを手に入れるために努力したり、 

我慢したり、工夫したりすることができなく 

なります。そして、やたらとモノを欲しがり、 

自分の気持ちを抑えられなくなってしまいま 

す。 

  ブランド品や携帯電話など、友だちも持っ 

 ているからなどと理由で安易に買い与えない 

ようにしましょう。欲しいと言ったら、なぜ 

それが必要なのか親子でよく話し合ってくだ 

さい。 

  子どものためを思うなら、お金より、心や 

 愛情を使い、親子の関係を深めましょう。 

 

 

 

 

 

 

携帯電話やパソコンは使いよう。 

 

   携帯電話やインターネットは、使い方一つ

で、役に立つ道具にもなれば、子どもの身を危

険にさらす道具にもなります。外の世界とすぐ

に情報がつながることによって、見知らぬ危険

な世界と子どもが直結してしまう可能性があ

ります。 

   子どもが使用したいと言ってきたときこそ、

話し合いのチャンス。「なぜ使用したいのか」

などについて、親子で話し合い、納得した上で、

使う・使わないを決めましょう。 

   使うときは、例えば、フィルタリング機能を

設定する、携帯電話は寝るとき部屋に持ち込ま

ない。夜１０時以降は使わないなどの使用場所

や使用時間、使ってよい目的などについて、そ

れぞれの成長段階に合ったルールを家庭で決

めましょう。また、マナーモードの使用などの

公共のマナーや知らない人には個人情報を教

えない。知らない人とは合わないなど、危険か

ら身を守る方法につ

いても、親がしっか

り教えることが必要

です。 

 

 

情報モラルについて 

家庭で話し合いましょう。 

 

ウェブやメールなどのインターネットによ

るコミュニケーションでは、顔の見えない相手

とのやり取りになるため、ちょっとしたことが

原因でトラブルに発展してしまうことがあり

ます。また、最近では、個人が特定されるよう

な書き込みで誹謗中傷を受けたり、悪口が書か

れたメールが送られたりする「ネットいじめ」

などの例もあります。顔の見えない者同士のや

り取りには、危険がともなうことがあったり、

そのつもりはなくても相手を傷つけてしまう

恐れがあることなど、日頃から子どもに教える

ことが大切です。 

 

子ども部屋を与えるときには、 

そのルールも与えよう。 

 

 今日、子ども部屋の問題がいろいろと出て 

きています。子どもが部屋に閉じこもると、 

親の注意が行き届かなくなったり、親子の会 

話が減ったりします。また、子ども部屋が犯 

罪の場になってしまう例もあります。 

 子ども部屋を子どもの成長に役立つように 

するには、ルールが必要です。居間に顔を出 

してから部屋に入る、子ども部屋に鍵をかけ 

ない、友人は部屋に入れる前に親に紹介する、 

親はその責任として必要なときに子ども部屋 

に入るなど、子どもの様子をしっかり把握で 

きるように、各家庭で子ども部屋のルールづ 

くりをしましょう。 

家事を手伝わせたら、 

子どもがしっかりしてきた。 

 

  子どもたちの自己中心的な言動や自立の遅 

 れの背景には、自己責任の考え方が身につい 

ていないことがあります。とにかく親は子ど 

もを甘やかしがちで「自分のことはじぶんで 

する」などのしつけがされないことが多いよ 

うです。 

  例えば、年齢に応じておこづかいの額やお 

 手伝いなどの家庭内のルールを決め、子ども 

 の成長に応じて責任と自立を促していくこと 

が大事でしょう。「自分の欲しいものを自分 

のおこづかいで買う」経験は、子どもたちに 

とってかけがえのないものです。 

  また、お手伝いは生きていく上で最低限必 

 要な家事を学ぶ第一歩と言えるでしょう。買 

い物に行けるようになったり、家の中の整理 

整頓ができるようになることで、自信にもつな 

がります。 

 

危険を知ることが、 

身を守ることにつながる。 

 

 行動範囲がぐっと広がる小学生の時期は、 

大人の目の届かないところで事故や事件に 

巻き込まれる場合も少なくありません。 

 大切なのは、子ども自身が何が危険なも 

のなのかを知っておくことと、危険を回避 

する方法を身につけておくことです。「家の 

前の道は日中は車が多いから子どもだけで 

歩くのは危険。ちょっと遠回りになるけれ 

ど、車の少ない安全な道を通って遊びに行 

こうな。」というように、子どもがわかる 

ように、何度も伝えることが大切です。 

 こうしたやりとりの中で、子どもは危険 

なものを知り、どう回避するかを学んでい 

きます。 

 また、思いがけない危険もあります。例 

えば、見知らぬ人からイヤなことをされそ 

うになったときは、どうすればよいのかを 

教えることが大切です。 

食生活の乱れは、 

心身のバランスも乱す。 

 

  心身の成長期にある子どもにとって食事は 

 極めて重要なものです。 

  最近、子どもの朝食欠食や孤食、偏った栄 

養摂取による肥満傾向の増大、生活習慣病の 

若年化など、食に起因するさまざまな健康問 

題が生じています。 

  子どもの健康な身体の形成のため、栄養バ 

 ランスのとれた食事は単に子どもに栄養を与 

えるだけのものではありません。親が心を込 

めてつくった食事は、親の愛情を自然に子ど 

もに伝え、それによる満足感・安心感は子ど 

もの心を豊かで強いものに育てる機会にもな 

るのです。 

 

一緒に食事をするって、 

とても大切。 

 

   子どもにとって、食事は身体の健康だけでな

く、心の成長にも深くかかわっています。家族

一緒に食事をすることによって、家族のふれあ

い、食事のマナーなど社会性を深めることにも

つながります。できるだけ家族そろっての食事

を習慣にしましょう。 

   また、食事を一緒に「つくる」ことも大切で

す。自分の手で食事をつくることを通じて、食

材や調理方法について学ぶことができます。ま

た、家族のために食事をつくる喜びや達成感を

実感することができます。 

   一緒に食事をつくって一緒に食べることを

通じ、食に関する知識や豊かな心をはぐくんで

いきましょう。 



 

子どもは遊びが仕事です。 

 

 遊びは子どもの心の成長にとても大切です 

。小さいころからの遊びを通して、子どもは 

感覚を働かせ、運動をし、ものをつくり、想 

像します。しかし、遊びの機会が減るととも 

に、外で駆けまわるような遊びから、家の中 

でのひとり遊びが目立つようになりました。 

 また、親自身も、「小学校に入ったら勉強が 

第一、 遊びは終わり」というような誤った意 

識への切り替えをしてはいないでしょうか。 

子どもにとって遊びがいかに大切かを認識し 

て、ゆったりのびのびと遊ばせましょう 

 

 

 

 

 

 

同じ子どもなんて 

一人もいない。 

 

 テストで何点とったか、どれだけ何々ができ 

るかなどと、他の子どもや平均値との比較に目 

を奪われ、自分の期待から子どもを評価するこ 

とは、子どもたち一人一人の個性や成長のため 

に良くありません。そういう親の下では、子ど 

もまで相対的な順位ばかりを気にするようにな 

ったり、自信をなくしたりしがちです。親は、 

比較して不安になるのではなく、どんなときも 

子どもの個性を成長を信じ、ゆっくりゆったり 

育てたいものです。 

 

いじめは 

人間としてはずかしい行いだ。 

 

いじめは、卑劣な行いです。悪いのはいじめ 

る子どもであって、「いじめられる側にもそれ 

なりの理由がある」などということは全くの間 

違いです。 

 いくら軽い遊びや悪ふざけ、ジョークのつも 

りでも、いじめられる側の苦しみ痛みは時には 

死を覚悟するほど深刻なものです。いじめをは 

やし立てたり見て見ぬふりをすることも同じで 

ある、ということを家庭の中できちんと話し合 

いましょう。そして、自分の子どもがいじめを 

しているとわかったら、必ずすぐにやめさせて 

ください。 

 逆に、子どもがいじめにあっているのではと 

感じたらすぐに子どもと話し合いましょう。心 

の優しい子どもほど、いじめにあいやすく、だ 

れにも悩みを打ち明けられないことがあります。 

また、日頃から子どもに対して、必ず守ってあ 

げるから、少しでも何かあったら話すように、 

と言ってあげてください。子どもの一つ一つの 

行動をつぶさに見られるのは、家庭以外ありま 

せん。子どもの示す小さな変化をみつけ、子ど 

もの悩みや不安を受け止めてあげてください。 

 いじめられていることが分かったら、すぐに 

学校に連絡しましょう。いじめられた子を守る 

ため、場合によっては、クラス替えや転校する 

ことも含めて、何ができるか相談しましょう。 

 

親が子に期待するのと同じ 

くらい、子は親に期待している。 

 

  親が子を思いやるのは当たり前と思われて 

いますが、どれだけの親が実際に子どもを思 

いやっているでしょう。 

  思いやりとは、子どものことをよく知るこ 

 とです。よく耳を傾け、子どもの中の世界が 

どんなものなのかを理解しようとし、たとえ 

自分の思う通りでなくてもその子の世界を受 

け入れることです。 

  子どもの存在に感謝し、尊敬を払い、愛情 

 を深めていくことによって、親子の関係は進 

歩していきます。思いやりの心をもってすれ 

ば、子どもが親に話をするのが安心で楽しく 

なり、いじめなどの悩みも自然に打ち明けら 

れるようになるはずです。 

             

 

 

 

年上・年下の友達と遊ぶことは、 

とても大切なことだ。 

 

   年の違う集団の中で、子どもたちは人間関係

についてたくさんのことを学びます。年少の子

はルールを守ることや我慢することの大切さ

などを見につけ、年長の子は思いやりの心や集

団をリードしたり役割を果たしたりする責任

感を養っていきます。 

   身近な地域のボランティア・スポーツ・文化

活動・青少年団体の活動などは、それぞれ年の

違う集団の中で子どもたちが切磋琢磨する貴

重な機会を提供しています。親はその大切さを

見直し、子どもたちを積極的に参加させましょ

う。 

放課後や休日に子どもたちが 

多様な活動ができる居場所をつくろう。 

 

子どもの健やかな成長には、大人の力を結 

 集して地域で子どもたちをはぐくむことが大 

切です。そのためには、まず、親が「自分の 

子どもは自らの責任で健全に育てる！」とい 

う決意をもつことが必要です。そして、子ど 

もたちが安全に、スポーツや文化活動などの 

多彩な活動ができる居場所をつくっていく必 

要があります。 

  親自身も地域の大人として、地域ぐるみで 

 子どもを育てていく姿勢をもちましょう。そ 

して、放課後や休日に多彩な活動ができる場 

づくりをすすめ、子どもたちとともにいろい 

ろな活動に参加しま

しょう。 

 

 

 

人からもらう幸せだけでなく、 

人のためにできる幸せもある。 

 

「バスや電車で体の不自由な人やお年寄りに

席をゆずること」を小・中学生の６０％は「し

ていない」「あまりしていない」と答えていま

す。人を思いやり、行動する愛情や勇気をもっ

た人に育てるために何ができるでしょうか。 

   思いやりの心は、子どものころからの日常に

おける実践を通してはぐくまれます。まず親が

率先してやってみせながら、子どもたちが自然

に妊婦や高齢者に席を譲ったり、障害のある人

などが困っているときに声をかけたりするこ

とができるようにしつけを行うことが大切で

す。 

     親が率先して人助けをする 

         

人を差別するような子には 

なってほしくない。 

  

親は、子どもがいじめに加わったり、他人 

 を差別し傷つけていることに気づいた時には、 

 それが人間として恥ずかしい行いであること 

を教える責任があります。 

  その際、理屈であれこれ言うより、子ども 

 を愛していること、すてきな人に育ってほし 

 いこと、弱い者をいじめたり差別したりする 

 のを見てショックだったこと、人が傷つくこ 

とを喜ぶことに怒りを感じたこと、二度とし 

てほしくないこと、など親としてのほんとう 

の気持ちを伝える努力をしましょう。 

  また、まず親自身が偏見をもたず、差別を 

 しない、許さないということを、子どもたち 

 に示していくことが大切です。 

 

 

  

   

ピンチのときこそ、 

家族の絆が試される。 

 

   子どもの成長につれ、子どもの生活する世界

は家族を乗り越えますます広がり、人間関係に

おいてもさまざまな経験をすることになりま

す。順調なことばかりでなく、いろいろな悩み

にぶつかることもあるでしょう。 

   そうしたときに家族のやさしさや思いやり

があると、それが励ましになり、子どもにとっ

ては勇気をもって、問題を解決する力にもなる

でしょう。そしてさらに、人々と思いやりをも

って接する心をはぐくみ、人との友好的な関係

を築く力をはぐくむことにもつながるでしょ

う。 

 

差別をしない偏見をもたない子に育てる 
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